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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　熱電併給設備（１０）を運転する方法であって、
　第１の燃料の第１の割合を、熱電併給設備（１０）に設けられた燃料電池設備（２０）
の少なくとも１つの燃料電池（２１）内で電気化学的に変換し、これによって電気的な出
力および熱を生成し、
　第１の燃料の、変換されることなしに燃料電池（２１）を出る第２の割合を、燃料電池
（２１）からの進出後に、燃料電池設備（２０）のアフタバーナ（２４）内で燃焼し、そ
の際に熱を生成し、
　熱電併給設備（１０）の付加加熱器（３０）内で、第２の燃料が燃焼可能であり、その
際に熱が生成可能であり、
　燃料電池（２１）の最適な運転点において、第１の燃料の最適な第１の割合が変換可能
である、熱電併給設備（１０）を運転する方法において、
　燃料電池（２１）の最適な運転点において燃料電池設備（２０）内で生成可能である熱
よりも、熱需要が高い場合に、第１の燃料の第１の割合を、最適な運転点に比べて低下さ
せ、これにより最適な運転点におけるよりも多くの熱をアフタバーナ（２４）内で生成す
ることを特徴とする、熱電併給設備を運転する方法。
【請求項２】
　より多くの第１の燃料を燃料電池（２１）を通じて案内することによって、第１の燃料
の低下された第１の割合を生ぜしめる、請求項１記載の方法。
【請求項３】
　第１の燃料の第１の割合が、下限値にまでしか低下可能ではない、請求項１または２記
載の方法。
【請求項４】
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　熱需要が、第１の燃料の第１の割合が下限値と最適な割合との間に調節されている場合
に燃料電池設備（２０）内で生成される熱と同じ高さであると、燃料電池設備（２０）が
、付加加熱器（３０）内での熱生成なしに、要求された熱を生成する、請求項１から３ま
でのいずれか１項記載の方法。
【請求項５】
　第１の燃料の第１の割合が下限値に調節されている場合に燃料電池設備（２０）内で生
成される熱よりも熱需要が高いと、付加的な熱を生成するために、第２の燃料を付加加熱
器（３０）内で燃焼させる、請求項１から３までのいずれか１項記載の方法。
【請求項６】
　外気温、循環路（６０）内の熱媒体の少なくとも１つの温度、加熱回路（５０）の少な
くとも１つの温度、温水システム（５１）から取り出された温水量および／または蓄熱器
（４２）の少なくとも１つの温度の測定によって熱需要を求める、請求項１から５までの
いずれか１項記載の方法。
【請求項７】
　付加加熱器（３０）への第２の燃料の供給および／または燃料電池（２１）への第１の
燃料の供給を、共通の制御部および／または調節部（４０）によって調節する、請求項１
から６までのいずれか１項記載の方法。
【請求項８】
　付加加熱器（３０）への第２の燃料の供給および／または燃料電池（２１）への第１の
燃料の供給を、それぞれ独立した制御部および／または調節部（４７，４８）により行い
、各制御部および／または調節部（４７，４８）が、蓄熱器（４２）の温度または循環路
（６０）内の熱媒体の少なくとも１つの温度を検知する、請求項１から６までのいずれか
１項記載の方法。
【請求項９】
　熱電併給設備（１０）であって、
　少なくとも１つの燃料電池（２１）とアフタバーナ（２４）とを備えた燃料電池設備（
２０）が設けられており、燃料電池（２１）内で第１の燃料の第１の割合が電気化学的に
変換可能であり、変換されることなしに燃料電池（２１）を出た、第１の燃料の第２の割
合が、アフタバーナ（２４）内で燃料可能であり、
　さらに付加加熱器（３０）が設けられており、該付加加熱器（３０）内で第２の燃料が
燃焼可能である形式の熱電併給設備において、
　熱電併給設備（１０）が、少なくとも１つの制御部および／または調節部（４０，４７
，４８）を有していて、該制御部および／または調節部（４０，４７，４８）が、燃料電
池（２１）の最適な運転点において燃料電池設備（２０）によって生成可能である熱より
も高い熱需要がある場合に、第１の燃料の第１の割合を低下させることで、燃料電池の最
適な運転点におけるよりも多くの第１の燃料が、アフタバーナ（２４）内で燃焼されるこ
とを特徴とする、熱電併給設備。
【請求項１０】
　請求項１から８までのいずれか１項記載の方法で運転可能なことを特徴とする、熱電併
給設備。
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